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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第126期

第１四半期連結
累計期間

第127期
第１四半期連結
累計期間

第126期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 (百万円) 21,245 26,489 99,481

経常利益又は経常損失（△） (百万円) △149 2,391 4,351

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

(百万円) △461 1,729 3,848

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,136 2,967 6,455

純資産額 (百万円) 60,007 65,210 63,130

総資産額 (百万円) 108,243 115,221 112,747

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

(円) △9.12 34.90 76.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 50.8 52.1 51.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △760 1,889 29

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △239 522 514

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 1,099 △1,280 △654

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
(百万円) 18,132 19,460 18,214

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間及び前連結会計

年度の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

３　四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

（資産）

流動資産は前連結会計年度末に比べ、1,825百万円増加の82,914百万円となりました。主な要因は、受取手形

及び売掛金の増加（2,017百万円）や現金及び預金の増加（585百万円）、原材料及び貯蔵品の減少（551百万

円）であります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ、647百万円増加の32,306百万円となりました。主な要因は、投資有価証

券の増加（489百万円）や有形固定資産の増加（195百万円）であります。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ2,473百万円増加し、115,221百万

円となりました。

（負債）

流動負債は前連結会計年度末に比べ、10百万円減少の42,205百万円となりました。主な要因は、短期借入金の

減少（218百万円）や電子記録債務の増加（171百万円）であります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ、404百万円増加の7,805百万円となりました。主な要因は、繰延税金負債

の増加（328百万円）や退職給付に係る負債の増加（44百万円）であります。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べ393百万円増加し、50,010百万

円となりました。

（純資産）

純資産は前連結会計年度末に比べ、2,079百万円増加の65,210百万円となりました。主な要因は、利益剰余金

の増加（837百万円）や為替換算調整勘定の増加（655百万円）、その他有価証券評価差額金の増加（374百万

円）であります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の51.6％から52.1％となりました。

 

当第１四半期連結累計期間の経営成績は次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの経営成績としましては、主力の船舶用塗料分野において、新

造船向けでは、主に中国や韓国において出荷量が増加したことや製造コストに見合った販売価格の適正化を行った

こと等により、全体として売上高が増加しました。修繕船向けにおいても、環境対応を含め世界的に需要が堅調に

推移する中、欧州を中心に販売価格の適正化や高付加価値製品の販売を推進したことから、好調に推移しました。

工業用塗料分野では、東南アジアや国内における重防食塗料の販売が堅調に推移したこと等により、売上高が増加

しました。コンテナ用塗料分野では、価格競争の激化により低採算案件の受注抑制を行ったことから、販売が落ち

込みました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの売上高は26,489百万円（前年同期比24.7％増）となりま

した。利益面については、製造コストに見合った販売価格の適正化や高付加価値製品の拡販に努めたほか、海外に

おいては原材料価格が軟化基調で推移したこともあり収益性が回復し、営業利益は2,074百万円（前年同期は営業

損失450百万円）、経常利益は2,391百万円（前年同期は経常損失149百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は1,729百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失461百万円）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（日本）

　船舶用塗料において、新造船及び修繕船向けの需要が堅調に推移する中、製造コストに見合った販売価格の適

正化を行ったこと等により売上高が増加しました。工業用塗料においては、重防食塗料の販売が堅調に推移した

一方、建材用塗料の販売が落ち込み収益が悪化したことから、全体としては減収となりました。その結果、売上

高は9,842百万円（前年同期比9.9％増）となりました。損益面では、新造船向けの採算改善が限定的なものに止

まったものの、全体的に製造コストに見合った販売価格の適正化や高付加価値製品の拡販に努めたこと等によ

り、セグメント利益は前年同期に比べ757百万円増益の278百万円（前年同期はセグメント損失479百万円）とな

りました。
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（中国）

　船舶用塗料において、新造船及び修繕船向けの需要が堅調に推移する中、販売量が増加したほか、製造コスト

に見合った販売価格の適正化を行ったことや、円安となった為替の影響も加わり売上高が増加しました。工業用

塗料においては、販売が低調に推移し、コンテナ用塗料においても、価格競争の激化により低採算案件の受注抑

制を行ったことから販売が落ち込みました。その結果、全体として売上高は4,012百万円（同37.8％増）となり

ました。損益面では、製造コストに見合った販売価格の適正化に加え、増収効果もあり、セグメント利益は前年

同期に比べ761百万円増益の397百万円（前年同期はセグメント損失364百万円）となりました。

（韓国）

　船舶用塗料において、新造船向けでは前年同期に工程遅延の影響で販売量が減少していた反動や製造コストに

見合った販売価格の適正化を行ったほか、修繕船向けでは販売量が回復する中、販売価格の適正化を行ったこと

等から、売上高は2,206百万円（同56.2％増）となりました。損益面では、製造コストに見合った販売価格の適

正化に加え、増収効果もあり、セグメント利益は前年同期に比べ241百万円増益の11百万円（前年同期はセグメ

ント損失229百万円）となりました。

（東南アジア）

　修繕船向けを中心とした船舶用塗料や重防食塗料において、製造コストに見合った販売価格の適正化を行った

ことや、円安となった為替の影響も加わり、売上高は3,887百万円（同23.8％増）、セグメント利益は前年同期

に比べ295百万円増益の646百万円（同84.5％増）となりました。

（欧州・米国）

　船舶用塗料において、堅調な需要が継続する中、製造コストに見合った販売価格の適正化を行ったことや高付

加価値製品の拡販に注力したほか、円安となった為替の影響も加わり、主に修繕船向けの販売が伸長し、売上高

は6,539百万円（同35.4％増）、セグメント利益は前年同期に比べ177百万円増益の311百万円（同131.5％増）と

なりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は19,460百万円と前連結会計年度末に比べ1,245百万

円の増加となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、1,889百万円となりました。主な増加は、税金等調整前四

半期純利益2,448百万円、棚卸資産の増減額782百万円、未払又は未収消費税等の増減額520百万円であり、主な

減少は、売上債権の増減額1,656百万円、法人税等の支払額465百万円です。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によって得られたキャッシュ・フローは、522百万円となりました。主な増加は、定期預金の払戻に

よる収入1,983百万円であり、主な減少は、定期預金の預入による支出1,258百万円です。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によって使用されたキャッシュ・フローは、1,280百万円となりました。主な減少は、非支配株主へ

の支払いを含めた配当金の支払額864百万円、短期借入金の純減額357百万円です。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、409百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 277,630,000

計 277,630,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 55,000,000 55,000,000
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 55,000,000 55,000,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 55,000,000 － 11,626 － －

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 5,446,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 49,523,000 495,230 －

単元未満株式 普通株式 31,000 － －

発行済株式総数  55,000,000 － －

総株主の議決権  － 495,230 －

　（注）１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数(個)」欄には、同機構名義の完全議決権株式(その他)に係る議決権が30個含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式58株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式
数の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

中国塗料株式会社

広島県大竹市

明治新開１番７
5,446,000 － 5,446,000 9.90

計 － 5,446,000 － 5,446,000 9.90

（注）当第１四半期会計期間において、譲渡制限付株式にかかる自己株式2,527株を無償取得いたしました。この結果、

当第１四半期期間末日現在の自己株式数は、単元未満株式を含め5,448,585株となっております。

 

２【役員の状況】

 　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,177 21,762

受取手形及び売掛金 31,667 33,684

電子記録債権 2,218 2,303

商品及び製品 12,864 12,985

仕掛品 630 573

原材料及び貯蔵品 10,781 10,229

その他 2,240 1,867

貸倒引当金 △490 △492

流動資産合計 81,089 82,914

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,953 4,929

機械装置及び運搬具（純額） 3,337 3,403

土地 13,136 13,146

その他（純額） 3,360 3,503

有形固定資産合計 24,788 24,983

無形固定資産 332 303

投資その他の資産   

投資有価証券 5,324 5,813

退職給付に係る資産 275 274

繰延税金資産 476 473

その他 1,864 1,884

貸倒引当金 △1,402 △1,426

投資その他の資産合計 6,537 7,019

固定資産合計 31,658 32,306

資産合計 112,747 115,221
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,428 11,578

電子記録債務 1,730 1,902

短期借入金 20,437 20,218

１年内返済予定の長期借入金 1,700 1,700

未払金 2,676 2,494

未払法人税等 719 663

賞与引当金 140 211

製品保証引当金 157 145

その他 3,225 3,290

流動負債合計 42,216 42,205

固定負債   

長期借入金 1,000 1,000

長期未払金 16 16

繰延税金負債 1,286 1,615

再評価に係る繰延税金負債 2,223 2,223

退職給付に係る負債 1,855 1,899

その他 1,019 1,050

固定負債合計 7,401 7,805

負債合計 49,617 50,010

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,626 11,626

利益剰余金 41,536 42,373

自己株式 △4,918 △4,918

株主資本合計 48,244 49,081

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,868 2,242

土地再評価差額金 3,798 3,798

為替換算調整勘定 4,131 4,786

退職給付に係る調整累計額 133 132

その他の包括利益累計額合計 9,932 10,960

非支配株主持分 4,953 5,167

純資産合計 63,130 65,210

負債純資産合計 112,747 115,221
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 21,245 26,489

売上原価 16,781 19,249

売上総利益 4,464 7,240

販売費及び一般管理費 4,914 5,165

営業利益又は営業損失（△） △450 2,074

営業外収益   

受取利息 20 59

受取配当金 190 173

受取ロイヤリティー 29 30

技術指導料 13 14

為替差益 101 98

その他 63 72

営業外収益合計 418 449

営業外費用   

支払利息 94 107

その他 22 24

営業外費用合計 117 132

経常利益又は経常損失（△） △149 2,391

特別利益   

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 21 56

会員権売却益 0 -

特別利益合計 21 57

特別損失   

固定資産売却損 0 -

新型コロナウイルス感染症関連損失 ※ 53 -

特別損失合計 53 -

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△181 2,448

法人税、住民税及び事業税 204 419

法人税等調整額 75 172

法人税等合計 280 591

四半期純利益又は四半期純損失（△） △461 1,856

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△0 127

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△461 1,729
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △461 1,856

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △691 374

為替換算調整勘定 2,294 737

退職給付に係る調整額 △4 △0

その他の包括利益合計 1,598 1,110

四半期包括利益 1,136 2,967

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 840 2,757

非支配株主に係る四半期包括利益 296 209
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△181 2,448

減価償却費 387 394

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △11

その他の引当金の増減額（△は減少） 71 60

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 0 △2

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 20 7

受取利息及び受取配当金 △210 △233

支払利息 94 107

為替差損益（△は益） △15 △4

投資有価証券売却損益（△は益） △21 △56

固定資産除売却損益（△は益） 0 △0

売上債権の増減額（△は増加） △710 △1,656

棚卸資産の増減額（△は増加） △647 782

未払又は未収消費税等の増減額 74 520

仕入債務の増減額（△は減少） 183 204

その他 202 △325

小計 △747 2,234

利息及び配当金の受取額 210 225

利息の支払額 △90 △104

法人税等の支払額 △131 △465

営業活動によるキャッシュ・フロー △760 1,889

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,495 △1,258

定期預金の払戻による収入 1,541 1,983

短期貸付金の純増減額（△は増加） 0 4

固定資産の取得による支出 △308 △302

固定資産の売却による収入 0 1

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 25 98

その他 △2 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △239 522

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,297 △357

長期借入金の返済による支出 △2 -

自己株式の取得による支出 △261 -

配当金の支払額 △884 △863

非支配株主への配当金の支払額 △0 △0

その他 △49 △57

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,099 △1,280

現金及び現金同等物に係る換算差額 884 113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 984 1,245

現金及び現金同等物の期首残高 17,148 18,214

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 18,132 ※ 19,460
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

特約店への売上債権の回収に対する保証は、次のとおりであります。

債務保証

 
前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

三菱商事ケミカル㈱ 653百万円 556百万円

 

２ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 547百万円 584百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　新型コロナウイルス感染症関連損失

前第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年６月30日）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため上海で実施されたロックダウンに伴い、上海の子会社にお

いて工場の操業を一時停止いたしました。このため、当該期間中の固定費を新型コロナウイルス感染症関連損

失として特別損失に計上しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年６月30日）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年６月30日）

現金及び預金 21,202百万円 21,762百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △3,069　〃 △2,302　〃

現金及び現金同等物 18,132百万円 19,460百万円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月23日

定時株主総会
普通株式 913 18.00 2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2021年５月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式282,900株の取得を行いました。この影

響により、当第１四半期連結累計期間において自己株式が261百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末

において自己株式が10,268百万円となっております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月22日

定時株主総会
普通株式 891 18.00 2023年３月31日 2023年６月23日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 日本 中国 韓国 東南アジア 欧州・米国 合計

売上高       

外部顧客への売上高 8,952 2,910 1,413 3,139 4,829 21,245

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,535 1,413 770 989 208 4,917

計 10,488 4,324 2,183 4,128 5,037 26,163

セグメント利益又は

損失（△）
△479 △364 △229 350 134 △588

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　（単位：百万円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント合計 △588

セグメント間取引消去 425

全社費用（注） △288

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △450

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 日本 中国 韓国 東南アジア 欧州・米国 合計

売上高       

外部顧客への売上高 9,842 4,012 2,206 3,887 6,539 26,489

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,298 1,790 664 1,318 347 5,419

計 11,140 5,803 2,871 5,206 6,887 31,908

セグメント利益 278 397 11 646 311 1,644
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　（単位：百万円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント合計 1,644

セグメント間取引消去 735

全社費用（注） △305

四半期連結損益計算書の営業利益 2,074

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

(単位：百万円)

 
報告セグメント

日本 中国 韓国 東南アジア 欧州・米国 合計

船舶用塗料 7,416 2,445 1,387 1,659 4,689 17,598

工業用塗料 1,452 174 25 1,240 100 2,993

コンテナ用塗料 － 290 － 239 39 569

その他 83 － － － － 83

顧客との契約から生じる

収益
8,952 2,910 1,413 3,139 4,829 21,245

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 8,952 2,910 1,413 3,139 4,829 21,245

 

　　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

(単位：百万円)

 
報告セグメント

日本 中国 韓国 東南アジア 欧州・米国 合計

船舶用塗料 8,325 3,755 2,166 2,231 6,344 22,822

工業用塗料 1,438 169 40 1,348 123 3,121

コンテナ用塗料 － 87 － 307 71 466

その他 78 － － － － 78

顧客との契約から生じる

収益
9,842 4,012 2,206 3,887 6,539 26,489

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 9,842 4,012 2,206 3,887 6,539 26,489
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失（△）
△9円12銭 34円90銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（百万円）
△461 1,729

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（百万円）

△461 1,729

普通株式の期中平均株式数（千株） 50,563 49,553

（注）１　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　当社は、2023年７月31日開催の取締役会において、以下のとおり連結子会社が保有する固定資産を譲渡するこ

とについて決議いたしました。

 

１．連結子会社の概要

名　称 CHUGOKU MARINE PAINTS (Shanghai), Ltd. （以下「CMP上海」）

所在地 中華人民共和国 上海市嘉定区嘉松北路4677号

代表者の役職・氏名 董事長　三村 展央

事業内容 塗料の製造・販売

資本金 532百万RMB

 

 

２．譲渡の理由

CMP上海が保有する２か所の工場のうち、上海第２工場は主にコンテナ用塗料を製造しておりましたが、2022年

以降は需要の低迷と価格競争激化に伴う受注抑制により生産量が激減し稼働率が低下しておりました。そうした

中、現地の地方政府系企業でCMP上海の株主でもある上海安亭工業経済発展有限公司（以下「安工」）より同工場

の土地・建物について売却要請がありました。これを受けCMP上海は、コンテナ用塗料の今後の需要動向や生産効

率の観点から、同工場を売却して生産能力を適正化する方向で検討を進めるとともに安工と協議を重ね、この程譲

渡価額等について合意に至りました。譲渡価額については、CMP上海、安工それぞれが依頼した第三者機関２社に

よる鑑定評価額をもとに決定しております。

なお、同工場の生産分については、当社グループの他工場での生産や外部企業への製造委託等によりカバーでき

る体制が整っております。CMP上海としては今後も需要に応じた製品供給を継続し、業容を維持していく方針で

す。
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３．譲渡資産の内容

資産の内容及び所在地 譲渡価額 譲渡益

上海第２工場（※）

土地使用権（46,751㎡）、建物所有権（23,282㎡）

中華人民共和国 上海市嘉定区嘉安公路3021号、3031号

約3,000百万円 約2,500百万円

※2023年６月に稼働を停止しております。

 

４．譲渡先の概要

（１） 名 称 上海安亭工業経済発展有限公司

（２） 所 在 地 中華人民共和国 上海市嘉定区安亭鎮墨玉路185号安亭苑14楼

（３） 代表者の役職・氏名 執行董事　許 莉艶

（４） 事 業 内 容 産業投資、資産管理、コンサルティングサービス 等

（５） 資 本 金 61百万RMB

（６） 設 立 年 月 日 1989年７月８日

（７） 大株主及び持株比率 上海安亭実業発展有限公司（100％）

（８）

上場会社と当該会社

と の 間 の 関 係

(2023年７月31日現在)

資 本 関 係

当社として該当事項はありませんが、安工はCMP上海

に８％出資しております。

なお、当社グループは、安工が保有するCMP上海の株

式持分全てを2023年12月までに取得し、CMP上海は当

社の完全子会社となる予定です。

人 的 関 係
当社として該当事項はありませんが、安工の代表者

等２名がCMP上海の役員を兼務しております。

取 引 関 係 特記すべき事項はありません。

関連当事者へ

の 該 当 状 況
特記すべき事項はありません。

 

５．譲渡の日程

（１）取締役会決議日 2023年７月31日

（２）契約締結日 2023年８月上旬（予定）

（３）物件引渡期日 2023年12月末日まで

 

 

６．当社業績に与える影響

当該固定資産の譲渡に伴い、2024年３月期第４四半期の連結決算において固定資産売却益約2,500百万円を特別

利益に計上する予定です。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月８日

中国塗料株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 剣　　持　　宣　　昭  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増　　田　　晋　　一  

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中国塗料株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中国塗料株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）１　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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